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るという主張である。証明には、 D.Zagier による Sum formula の証明の手法を拡張し、多重ゼータ値の Drinfel'd 
積分表示と、母関数の議論を用いている。
一方、多重ベルヌーイ数は数年前に多重対数関数を用いて M.Kaneko によって定義された、古典的なベルヌーイ
数の拡張である o 1996年に T.Arakawa と M.Kaneko が、多重ベルヌーイ数を非正整数点での値として持つ、新しい
ゼータ関数を定義した。彼等の研究により、この新しいゼータ関数の正整数点での値が多重ゼータ値たちの一次結合
で書けることが知られている。この表記に学位申請者が得た先の定理を適用すると、このゼータ関数の正整数点での
値が、ある単一の多重級数の値と一致することが証明され、多重ゼータ値による既知のものと異なった表記が得られ
る。このことによって、例えば、このゼータ関数の 2 での値が、常にリーマンゼータ関数の特殊値で書けることがわ
司
i
かる。
論文審査の結果の要旨
多重ゼータ値については、従来 2 つの別種の関係式、すなわち和公式および双対定理がよく知られていた。本論文
はこの 2 つの定理をその一部として含む一連の新しい関係式を発見し、証明したものである。これは専門家の意表を
つく新発見であり、この分野に新たな知見をもたらした。よって本論文は|専士(理学)の学位論文として十分価値あ
るものと認める。
-72-
